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１．研究開始当初の背景 
(1) 研究の学術的背景 
①本研究に関連する国内・国外の研究動向及
び位置づけ 乳幼児の育児を子どもの親で
ある夫婦が中心となって行う欧米諸国と比
較して、わが国では、父親・母親の実父母を
含む拡大家族の支援の中で育児が行われる
ことが大きな特徴である。産後 1ヶ月間の支
援者に関する調査では、約 2/3の親たちが母
方の祖母のサポートを受けており、次に多い
のが父方の祖母のサポートであり、夫婦のみ
で育児をしているのは、わずか 10％程度であ
った。里帰り出産後、しばらくは母方の実家
で育児を行うことが文化的な風習であった
ことに加え、近年は実家からの支援を受ける
期間が延長している。 
乳幼児期の育児において、祖父母からの支援
が、母親の育児不安の軽減、母子愛着の促進
につながることが認められている。祖父母に

とっても、孫の育児に関わることが生きがい
であり自らの役目である。祖父母たちが、孫
の育児に関わって親たちを支援したいとい
う希望を持ち、すすんで孫育児に参加してい
る実態が報告されている。このように、孫の
育児に祖父母が参加することは、乳幼児の親
と祖父母の双方にメリットがあると考えら
れる。 
一方、世代間の育児方針のずれや育児方法の
違いから来るギャップが、祖父母、父母双方
のストレスや、育児負担感、家族関係の悪化
を引き起こすことも報告されている。そのた
め、最新の育児情報の提供を主な目的とする
祖父母学級が、医療施設や地方自治体を中心
に実施されるようになってきた。しかし、こ
れらの関わり、すなわち、育児経験者である
祖父母が新たな育児情報を得たことによっ
て、孫育児支援にどのように有用であったか
は実証されていない。 
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②これまでの研究成果と本研究の着想に至
った経緯 我々は、乳幼児期の子どもをもつ
家族への育児支援プログラムの開発を目的
とした研究の一環として、乳児の孫育児に参
加している祖父母に対する「孫そだて教室」
を実施してきた。これまでに、最新の育児情
報に対する関心は全般的に高い，祖父母の年
齢、自らの育児体験、孫の月齢、孫と親の健
康状態等によって、求める育児情報は異なる，
提供される内容がニーズに合っていないと
教室への参加の動機付けにはならない，祖父
母は親たちとの関係の持ち方に苦慮してい
る、特に主たる孫の養育者である母親が娘で
あるか嫁であるかによって問題が異なる，同
じ立場にある参加者同士の情報交換は、即座
に活用できる点で有用である，同じ立場にあ
る参加者同士の交流は、参加者の情緒の安定
やエンパワメントにつながる，ということを
明らかにした。そして、多様である孫育児に
関する祖父母のニーズを系統的に整理し、現
在行われている孫育児支援の効果と限界か
ら改善点を見出し、ピアサポートによる祖父
母支援を実現するための看護の方法を見出
すことが課題であると考えるに至った。 
 
２．研究の目的 
乳児である孫の育児に参加する祖父母が、主
体的に孫育児に取り組むことで、父親・母親
の育児能力を高め孫の成長を支えるという
家族育成を支援できるのみならず、自らの
QOL 向上ができるような孫育児支援プログラ
ムを考案する。そのために、孫育児支援に対
する祖父母のニーズと現存の孫育児支援の
実態を分析する。考案したプログラム案を実
施し、その評価を通して実用化を検討する。 
 
３．研究の方法 
本研究は、５つの研究プロジェクトから構成
された。(1)孫育児支援に対する祖父母のニ
ーズに関する基礎調査，(2)現存の孫育児支
援の実態に関する基礎調査，(3)孫育児支援
に関連する国内外の文献調査，(4)孫育児支
援プログラム試案の作成，(5)孫育児支援プ
ログラム試案の実施と実用化に向けた検討 
 
(1) 孫育児支援に対する祖父母のニーズに
関する基礎調査 孫育児に参加する予定の
孫の出産を控えた祖父母または１歳未満の
孫育児に参加している祖父母に対する半構
成面接を実施した。 
①面接ガイドの作成 先行研究を基に、孫育
児に参加する祖父母が求める孫育児支援に
ついて、支援の時期、内容、方法等を把握す
るための面接ガイドを作成した。 
②研究対象者の募集 医療施設・地方自治体
等において孫育児支援を実践している看護
職から推薦してもらい、文書を用いて研究の

趣旨や方法を説明し、同意が得られた者を対
象者とした。 
③面接調査 面接ガイドに沿って半構成的
面接を行った。面接は許可を得て録音し、逐
語録を作成した。 
④分析 逐語録から、孫育児支援に対するニ
ーズを抽出し、内容分析を行った。 
 
(2)現存の孫育児支援の実態に関する基礎調
査 孫育児支援を実践している看護職に対
する半構成面接を実施した。 
①面接ガイドの作成 先行研究を基に、実践
している孫育児支援の詳細と、実践を通して
見えてくる孫育児支援の課題等を把握する
ための面接ガイドを作成した。 
②研究対象者の募集 医療施設・地方自治体
等において孫育児支援を実践している看護
職に、文書を用いて研究の趣旨や方法を説明
し、同意が得られた者を対象者とした。 
③面接調査 面接ガイドに沿って半構成的
面接法を行った。面接は許可を得て録音し、
逐語録を作成した。 
分析 逐語録から、孫育児支援に対するニー
ズを抽出し、内容分析を行った。 
 
(3) 孫育児支援に関連する国内外の文献調
査 看護および周辺領域における参加型集
団指導に関する文献を検索し、孫育児支援へ
の導入を検討した。 
 
(4) 孫育児支援プログラム試案の作成 (1)
と(2)のデータの二次分析および(3)の結果
を統合し、孫育児支援に対する祖父母のニー
ズ、現行の孫育児支援実践からの課題、参加
型集団指導の方法論を検討し、孫育児支援プ
ログラムの実施時期、内容、方法、参加者の
条件(孫の月齢、性別等)を整理して、孫育児
支援プログラムの試案を作成した。孫育児支
援に関わる専門家に孫育児支援プログラム
試案に関する意見聴取を行い、妥当性を検討
し、修正した。 
 
(5) 孫育児支援プログラム試案の実施と実
用化に向けた検討 １歳未満の孫育児に参
加している、または、孫育児に参加する予定
の孫の出産を控えており、孫育児支援に関心
を持つ祖父母のうち、研究参加の承諾が得ら
れた祖父母を対象に孫育児プログラム試案
を実施した。 
①研究対象者の募集 研究協力の同意が得
られた医療機関において、研究対象候補者お
よび家族に対する案内文配布及び施設内へ
の掲示により、自ら研究者に申し出た研究対
象候補者に対し、研究の説明を行った。研究
の趣旨、協力していただきたい内容、研究参
加の自由意志と辞退の権利の保証、プライバ
シーの保護、匿名性の保持と個人情報の保護、



 

 

研究協力に伴う不利益やリスクと安全性の
保証について、十分に説明し、研究参加の同
意が得られたら、研究対象者とした。孫育児
支援プログラム当日、再度文書にて、研究の
趣旨や倫理的配慮等、研究に関する同様の説
明を行った。 
②データ収集 プログラム実施前に基礎的
情報（年齢、性別、家族構成、職業の有無、
健康状態、これまでの孫育児経験の有無とそ
の内容）に関する質問紙と評価票の記入を依
頼し、その場で受け取った。プログラム実施
中の音声を録音すると共に、研修対象者のプ
ログラムや他者の発言に対する反応やプロ
グラムへの参加状況、参加者同士の相互作用
等を、観察者が参加観察をしてフィールドノ
ートに記録した。プログラム終了後、評価票
への記入を依頼し、その場で受け取った。 
③分析 プログラム目標に関する自己評価
について、プログラム実施前、実施直後で比
較し、その変化を記述した。プログラム目標
に関連するプログラム実施中の参加者の発
言は、プログラム実施中の録音から逐語録を
作成し、プログラム目標に関連する文脈を抽
出する。プログラム目標に関連するプログラ
ム実施中の参加者の反応、態度及び参加者同
士の相互作用をフィールドノート記録から
抜粋し、逐語録から抜粋した文脈と統合して、
意味内容を損なわないように抽象度をあげ
て要約した。分析の妥当性を確保するために、
逐語録からの抽出を簡潔に表現したものを
研究メンバーで確認した。 
 
４．研究成果 
(1) 孫育児支援に対する祖父母のニーズ及
び現存の孫育児支援の実態に関する基礎調
査 祖父母 11 名に対する面接調査から 178
のコードを抽出し〔孫育児に関する情報や技
術を求める〕、〔自分と同様に孫育児をしてい
る人と話す場を求める〕、〔情報を基に孫育児
の方法を決定する〕、〔経験を基に孫育児の方
法を決定する〕、〔孫育児を励みにする〕、〔加
齢に伴う身体的・精神的負担がある〕、〔育児
する親を支える〕、〔育児する親を気遣う〕、
〔自分のペースを守りつつ孫育児を行う〕の
9 カテゴリーに集約した。看護職者 10 名に対
する面接調査から 350のコードを抽出し、〔担
当者〕、〔担当者の考え〕、〔参加者の背景〕、〔参
加者のニーズ〕、〔内容〕、〔参加者の反応〕、〔課
題〕等 13のカテゴリーに集約した。 
(2) 孫育児支援に関連する国内外の文献調
査 諸外国における孫育児支援は、対象特性、
ニーズ、母子の健康状態が日本とは異なるこ
とから、孫育児支援は日本文化や日本人特有
の価値観を尊重して実施することの重要性
が提示された。 
 
(3) 孫育児支援プログラム試案の作成 (1)

の結果に基づき、孫育児支援プログラムの介
入目標（大目標３項目，小目標９項目）を設
定した。孫育児力向上：孫育児に必要な情報
を獲得する，自分に合った孫育児の方法を決
定する，自らの孫育児に自信を持つ，家族関
係調整：孫育児における自分の役割を遂行す
る，両親の育児方針や育児方法を尊重する，
孫育児に関する両親との相互理解が深まる，
エンパワメント：孫育児を通して生きがいや
喜びを見出す，孫育児を通して自己の存在価
値を再認識する，孫育児を通して社会とのつ
ながりを再認識する、であった。 
介入目標に沿って有効なプログラムを検討
した結果、看護者による情報提供と参加者同
士の交流・情報交換による，最新の育児情報
（授乳・離乳食、おむつ、孫の成長と育児、
事故防止）、祖父母の役割、親たちとの関係
づくりを内容に盛り込む，時間は 90 分以内
で 1回完結型，というプログラムの骨子を決
定した。また、随時参加者が発言できる参加
型集団指導であり、経験談が自然発生的に引
き出されるように配慮することとした。併せ
て、情報提供に用いる教材(パンフレット)を
作成した。研究者 2 名がファシリテーターを
務めることとした。詳細は以下の通りであっ
た。 
①趣旨説明・調査票記入(5分) 
②自己紹介（15 分）孫の月齢（予定日）、孫
育児の実際（または予定）、両親との関係性、
参加目的、期待すること 
③最新育児情報の紹介と質疑応答(15 分)各
回のトピックスについて紹介、参加者からの
質問、関心のある事柄を追加、参加者の経験、
質疑応答（参加者の経験からの回答を含む） 
④孫育児体験談(20 分) 参加者の中から孫
育児経験の豊富な方の体験、孫育児の実際
（日頃どのような孫育児をしているか）、両
親との分担、付き合い方の工夫点、健康管理
の方法、孫育児に伴う感情 
⑤フリートーク(20 分) 
⑥まとめ、事後評価(5 分) 
介入目標に基づき、プログラム前後の参加者
自己評価（尺度による得点化と自由記載）お
よびプログラム実施中の観察データと逐語
録の分析による評価方法を開発した。 
(4) 孫育児支援プログラム試案の実施と実
用化に向けた検討 孫育児支援プログラム
の実施回数は２回、参加者は延べ８名であっ
た。看護者の情報提供をきっかけに参加者同
士の交流が活発に行われ、プログラムの構成
は良好であったと評価した。孫育児に必要な
情報の獲得、自分の役割の遂行と両親の育児
の尊重、孫育児を通してのエンパワメントに
関する目標の達成がみられたが、自分に合っ
た方法の決定や自信の獲得は十分な効果が
得られなかった。実用化に向けて、参加者主
体のプログラム運営のための看護技術の開



 

 

発と参加者確保に向けた検討が課題である
ことが提示された。 
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